
（様式１） 

令和６年度 学校運営協議会自己評価表 

浜松市立（ 大平台小 ）学校運営協議会長 

＜本年度の目標＞ 

 

＜評価項目１＞ 学校運営の基本方針について熟議することができたか。 

 

＜評価項目２＞ 承認した学校運営の基本方針に沿った、教育活動の充実につながる

学校支援活動などについて熟議を進めることができたか。 

 

＜評価項目３＞ 協議会での協議結果について、十分な情報発信を行ったか。 

 

＜評価項目４＞ 今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点） 

・基本方針、校長先生の思いがとてもわかりやすく理解できた。 

・活発な意見交換ができ、熟議がしっかりできていた。 

 

・生活ボランティアの導入について熟議をすることができた。 

・教職員との話し合いの場を持てたことが大変良かった。 

・学校支援活動として生活ボランティア、学習ボランティアについて熟議をすることができ

た。 

・学校運営協議会として、学校と地域、自治会、ＰＴＡ、幼稚園をつなげる役目としての視

点から熟議を進めることができた。 

・もっと保護者にＰＴＡや運営協議会の活動を情報発信していくことが大切と感じる。 

・生活ボランティアの本格実施に向けて各種ボランティアの仕組みを整理したい。 

・夏の教職員との話し合いは３回目になるが、学校の取り組みが理解できた。先生の生の声

が聞けたり、意見を述べたりできるので今後も続けたい。 

・座談会等を行い、先生方のリアルな声を保護者が聞ける場があるとよい。そこからの生の

声を協議会での熟議に生かしたい。 

○放課後学習支援を来年度も充実させたい。 

○屋上庭園も新たな目標をもって取り組みたい。 

○今年度、給食ボランティア、環境整備のサポートボランティアを行っていく。さらに、ク

ラスで困っている子を支援する生活ボランティアの導入を進めていくために協議していきた

い。 


